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内 
 
 
 
 
 

容 

 

概  要 

 

独自の“感光性ナノファイバー（光パターニング可能なナノファイバー）”

を駆使し、アルミのナノネットワーク構造からなる配線パターンを PET フィ

ルム上に形成することで、ITO 膜に替わる安価で柔軟な透明回路を開発した。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

液晶ディスプレイやタッチパネルの需要拡大と共に、ITO 膜を用いた透明導

電性フィルムの市場が拡大している。しかし、レアメタルである原料のインジ

ウムはコストが高く、脆弱で曲げ耐性も無い。本技術を用いることによって、

ITO 膜を用いずに安価で柔軟な透明回路フィルムを得ることが可能になる。 

本技術の 

有用性 

従来の電子デバイスの低コスト化に寄与するだけでなく、IoT 社会に求めら

れるフレキシブル・ウェアラブルなセンサ、IC タグ、ディスプレイ、電池等の

実現に向けた重要素材として期待される。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

適用可能製品 
スマートフォン、タブレット、ディスプレイのタッチパネル部材や、フレキ

シブルな有機太陽電池やソフトアクチュエーターの電極パターン 
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感光性ナノファイバーを用いた透明回路の形成プロセス 

Al ナノネットワーク構造 

からなる透明回路フィルム 


